
主催 立教大学文学部文学科フランス文学専修 
 申込不要、入場無料。 
 フランス語（日本語通訳あり）。 

問合せ先　 学部事務1課（03-3985-3392） 
  proust.rikkyo@gmail.com 
  Twitter＠proust_rikkyo 

この講演会は、JSPS 科研費 JP18K00490「マルセル・
プルーストと大衆化の力学：小説の生成過程と受容過程を
めぐる表象史研究」の助成を受けています。 

【公開講演会】 

 世紀転換期の文学と美術における樹木の言葉 
   講師　ソフィー・バッシュ 
 （パリ゠ソルボンヌ大学教授） 

   2019年 5月27日（月）18:00-19:30　 
  立教大学池袋キャンパス 
  11号館A203教室 

プルーストと 
テオドール・ルソー 
    Le langage des arbres dans la littérature et la peinture au tournant du XIXe siècle : 
   Proust et Théodore Rousseau

Conférence 
Sophie Basch 
(Université Paris-Sorbonne)

コメンテーター 　小黒 昌文 
  （駒澤大学准教授）  

 司会・通訳 　坂本 浩也 
  （立教大学教授）
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2019年5月27日（月）18：00～19：30 
立教大学池袋キャンパス　11号館A203教室 
フランス語、日本語通訳あり 

講師 

ソフィー・バッシュ 氏 
（パリ゠ソルボンヌ大学教授） 

Sophie Basch (Université Paris-Sorbonne) 

Rastaquarium, Marcel Proust et le 
« modern style » : Arts décoratifs et politique dans « À la 
recherche du temps perdu », Brepols, 2014

コメンテーター 
小黒 昌文（駒澤大学准教授）Masafumi OGURO 

司会・通訳 
坂本 浩也（立教大学教授）Hiroya SAKAMOTO 

会場アクセス（池袋駅西口より徒歩7分） 

ミレーとルソーの記念碑（幻灯のためのスライド） 

【公開講演会】 

世紀転換期の文学と美術における樹木の言葉　プルーストとテオドール・ルソー 
Le langage des arbres dans la littérature et la peinture au tournant du XIXe siècle

Proust et Théodore Rousseau


